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昼
届
よ
】
、
Ｙ
１
．
１
弓

の
最
大
の
原
因
は
二
十
八
、
二
十
九
年

の
二
カ
年
に
わ
た
る
不
作
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
伸
う
町
民
の
納
輔
意
欲
の
低
下

二
一

｜
も
あ
げ
ら
れ
、
当
町
は
五
一
％
と
い
う

照
下
最
下
位
の
徹
税
成
總
で
『
赤
字
の

町
』
と
し
て
熔
印
を
お
さ
れ
た
。

｜
赤
字
は
八
年
で
解
消

町
』
と
し
て
烙
印
を
お
さ
れ
た
。

鯆
鱸
鷆
灘
蕊
一

順
剰
巨
十
九
咋
度
に
お
け
馬
赤
亭
融
啄
一
・
で
あ
る
』
と
い
う
全
国
岡
な
傾
向
に
同

０
占
い
ｐ
○
官
も
、
寺
Ｇ
ｐ
４
ｑ
。
Ｕ
″
Ｑ
ｑ
ｕ
ａ
Ｇ
Ｕ
０
■
●
も
び
り
ｖ
ａ
Ｄ
ｈ
Ｕ
タ
■
●
日
。
●
ｖ
ｊ
Ｈ
Ｄ
■
ｆ
凸
、
Ｄ
ｒ
ｃ
■
５
４
、
ｐ
Ｆ
Ｑ
９
ｅ
Ｒ
田
■
●
秒
。
〃
０
。
●
●
■
ｓ
ク
ケ
も
Ｂ
の
。
■
ｂ
ｅ
①
■
グ
凸
令
町
〃
巳

合
併
町
村
に
対
す
る
政
府
の
方
針
が
変
っ
た
の
と
、
琴
網
の
町
税
瀬
納
が
た
た
り
、
昭
和
二
十
九
年
硬
の
赤
字
約
二

千
万
円
が
現
在
の
町
蝿
政
に
も
大
き
く
割
き
、
今
鐸
春
、
少
地
財
法
〃
適
用
に
よ
っ
て
財
政
を
秤
趣
す
る
と
い
う
方

針
で
自
治
庁
に
申
入
れ
た
と
こ
ろ
、
再
迩
剛
体
に
折
定
さ
れ
た
の
で
、
当
町
で
は
自
治
庁
の
盃
定
の
結
果
の
由
示
が

あ
れ
ば
、
再
松
酎
の
上
、
さ
ら
に
就
刷
を
た
て
な
お
し
て
趣
会
の
承
認
を
得
る
鵬
勢
を
と
と
の
え
て
い
る
。

ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ

再
建
債
は
二
千
百
万
円
か

洞
し
て
い
た
が
、
政
府
土
韓
仁
は
県
の
見

解
を
槙
、
に
検
討
し
た
綜
采
、

一
、
財
政
本
来
の
姿
は
純
全
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

徴
税
成
繊
誼
考
慮
に
入
れ
な
い
予
算

で
、
年
々
赤
字
を
墹
大
さ
せ
る
の
は

よ
ろ
し
く
な
い
、
ま
た
赤
字
解
消
莚

図
る
と
い
う
野
趣
法
の
趣
旨
を
地
方

ｒ
ｌ
Ｄ
ｒ
０
９
１
１
６
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2階平面図
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当
町
役
蝿
庁
舎
の
畑
改
築
の
入
札
は
条

例
織
定
が
遅
れ
た
た
め
、
去
る
八
昼
一

十
五
円
、
漸
く
禰
名
入
札
を
行
っ
た
が

そ
の
結
果
伊
藤
組
金
木
出
張
所
（
本
社

大
館
市
）
が
百
四
十
四
万
六
千
円
で
藩

札
し
、
同
月
三
十
Ｒ
契
約
し
た
。

褐
エ
は
契
約
と
同
時
で
、
竣
エ
は
本
年

十
一
月
二
十
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

工
事
の
埴
改
築
分
は
九
十
四
坪
で
、
木

材
代
金
汝
ぴ
井
戸
の
新
設
な
ど
の
附
帯

悪
事
蟹
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

■
■
且
■
且
■
日
■
ｇ
■
■
日
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
８
口
８

｛
凸
版
は
麗
舍
堰
改
築
の
季
面
略
図
】

｜
酔
鮪
鮪
器
噌
搬
叫
羅

一
庁
の
在
定
の
結
果
、
概
ね
次
の
こ
と
が

一
予
想
さ
れ
る
。

一
、
蝿
政
再
建
の
潮
間
は
昭
麺
一
千
一

年
か
め
三
十
八
年
ま
で
の
八
年
閲
で

あ
る
。

一
、
再
蝿
備
の
対
象
と
な
る
も
必
は
昭

且

と
い
う
結
輪
を
得
、
本
年
五
月
、
法
適
一

用
に
よ
る
財
政
再
建
を
自
活
庁
に
申
入
一

、
役
場
庁
舍
を
増
改
築

極
印
報
図
書
室
な
ど
十
室
増
加

自
治
の
危
機
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す

る
の
は
当
ら
な
い
。

一
、
自
主
再
建
と
い
え
ど
も
国
の
制

約
は
蕊
け
る
の
で
あ
り
、
こ
の
際
赤

字
詮
生
じ
た
地
方
自
治
体
、
特
に
小

規
模
町
芯
に
お
い
て
は
、
法
適
用
の

団
体
よ
り
苦
境
に
お
ち
い
る
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

一
、
法
適
用
の
再
建
団
体
に
対
し
て
は

起
債
、
交
付
税
の
点
で
は
国
が
特
に

協
力
す
る
。

’ な
お
こ
の
工
事
勇
成
す
れ
ば
雷
控
一
騨
魁
諏
繊
難
唖
鱸
鮒
一

室
、
図
密
室
の
ほ
か
町
長
室
、
応
接
室

及
び
礪
務
室
な
ど
＋
室
が
ふ
え
る
と
と
を
基
く
し
て
待
っ
て
い
る
。

も
に
議
蝿
も
厩
く
な
り
、
今
ま
で
の
き
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ト
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皿
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Ｕ
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鄙
Ⅷ
Ⅷ
皿
叩
１
０
‐
ｊ
Ⅱ
ｒ
ｌ
ｊ
Ｅ
ｊ
Ａ
叫
１
４
９
６
１
と

約
伽
檸
叫
を
改
修
舗
装

二
十
数
年
ぶ
り
で
県
道
を

三
十
年
産
予
算
に
よ
る
駅
通
り
の
陣
遣
十
メ
ー
ト
ル
が
出
来
上
ゐ
矛
零

の
改
装
は
中
谷
金
卿
店
附
近
ま
で
八
十
こ
の
県
通
は
手
数
年
前
に
鋪
装
さ
れ

譜
懲
蕊
騨
霊
灘
撰
鰯
撫
蕊

和
二
十
九
年
の
赤
字
一
千
三
百
六
万

九
千
円
、
同
年
の
支
払
繊
延
額
（
昭

和
二
十
九
年
庇
決
算
賑
に
お
け
る
未

払
分
）
の
八
百
三
十
二
万
九
千
円
で

計
二
千
百
三
十
九
万
八
千
円
。
認
一

可
に
な
る
秤
雌
慨
（
起
債
）
は
二
千
一
一

百
万
円
の
起
侭
が
可
能
で
、
十
．
門
中
一
一

予
定
で
あ
る
が
遜
懸
の
場
合
で
も
十

一
月
中
に
は
も
の
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

一
↓
、
右
の
よ
う
に
昭
和
二
十
九
年
度
の

赤
字
は
再
趣
侭
で
町
財
政
は
一
時
的

に
は
楽
に
な
る
が
、
そ
の
反
面
駅
の

こ
と
が
強
窪
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
一

噸
洲
珊
雰
喋
轆
纈
雌
口

は
九
一
と
途
次
上
昇
さ
せ
五
年
口
に

率
を
グ
ッ
ト
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
二
年
目
に
は
九
○
、
三
年
目
に

１
１
１

１
日
■
ひ
９
Ｆ
■
■
Ｊ
口
Ｄ
Ｕ
Ｐ
、
甲
Ｇ
ｐ
２
、
も
り

は
九
三
％
と
全
国
平
均
ま
で
も
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
町
税

の
滞
納
は
強
制
執
行
を
断
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
苦
境
に
お
ち
い

る
。

②
消
磯
的
経
蜜
は
繩
咲
に
き
り
つ
め
ら

れ
る
。
（
全
鯉
に
わ
た
っ
て
全
国
平

均
ま
で
下
げ
ら
れ
る
の
で
、
非
織
に
｝

苦
し
い
）

一
、
投
斑
的
鍾
愛
は
当
初
予
想
し
た
狸

〉
■
ｆ
も
■
ひ
■
。
●
Ｐ
ｂ
、
■
ク
マ
Ｕ
■
口
ｇ
■
サ
ゥ
〃
Ｌ
１
Ｄ
■
。
□
⑪
。
Ｑ
け
ｆ
Ｅ
Ｇ
６
８
６
６
Ｄ
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９
〃
″
、
■
ｅ
Ｕ
Ｑ
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■
Ｂ
・

一
津
島
家
の
住
ん
だ

《
ク
金
城
諺
の
跡

金
木
町
の
西
端
に
高
屋
駁
と
い
う
車

両
七
、
八
十
間
、
南
北
百
間
以
上
に

わ
た
る
厩
大
な
丘
陵
地
需
が
あ
る
。

西
北
は
煙
い
水
田
で
、
湖
水
賑
代
に

は
湖
水
に
突
出
し
た
師
で
あ
っ
た
ろ

う
し
、
車
は
冷
水
（
ひ
や
み
ず
）
と

、
ノ
い
う
沢
で
、
谷
柵
を
利

（
－
０
）
用
し
て
濠
と
し
、
西
は

〆
ｉ
丘
陵
地
轄
に
銃
い
て
い

応
え
る
べ
く
、
さ
ら
に
錨
二
次
分
と
し
一
交
換
分
合
に
理
解
を

て
坂
の
下
十
挺
字
附
近
ま
で
廷
狸
す
る
一

本
年
度
は
二
百
六
十
町
歩

よ
う
計
阿
を
す
す
め
て
い
る
。
な
お
工

事
蜜
は
町
股
び
味
が
画
担
し
て
い
る
。
彙
小
地
区
鰹
業
委
風
会
（
会
基
中
谷
与

‐
Ｉ
９
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
－
右
術
門
）
で
は
、
委
画
会
が
率
桑
主
体

【
写
興
Ｉ
駅
通
り
の
改
修
舗
菱
工
寧
】
一
』
と
な
っ
て
、
一
千
九
一
斗
度
以
来
鰺
地
の

る
の
で
、
こ
の
方

耐
に
は
幅
四
、
五

問
の
濠
を
掘
っ
て

士
塁
を
築
い
て
堅

め
南
は
金
木
川
を

控
え
た
霊
害
地
で

こ
の
館
を
金
城
と

称
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
〃
か
な

ど
〃
は
こ
れ
か
ら

砿
じ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

現
粍
は
館
跡
に
ズ

ラ
リ
と
家
が
郷
て

ず
与
伍
、
Ｂ
”
■
●
。
＆
■
■
〃
■
、
■
ｃ
ｂ
Ｕ
■
色
白
も
ノ
ロ

交
換
分
合
を
爽
施
し
て
来
た
が
、
三
十

一
年
塵
を
も
っ
て
一
応
総
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
維
諮
の
栖
緬

的
な
理
解
と
協
力
を
窪
認
し
て
い
る
。

本
年
産
の
計
画
は
択
の
通
り
。

実
施
地
域
蒔
田
、
神
豚
、
藤
枝

実
施
面
鏑
二
六
○
町
歩

な
お
三
卜
年
度
ま
で
の
実
施
状
況
の
概

略
を
参
考
ま
で
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
、
二
十
九
年
産

実
施
地
域
川
倉
地
区
の
耕
地

実
施
而
菰
二
○
○
町
歩

一
総
予
算
額
二
四
万
円

一
趣
は
非
峨
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
鰭
鯰

一
に
潅
し
た
の
で
あ
る
。

｜
花
田
町
長
の
旙
当
町
の
謹
済
零
滴

か
ら
み
て
、
法
の
適
用
を
環
け
て
、

す
っ
き
り
し
た
燃
政
の
再
廸
を
し
た

１
〃
。
．
。
０
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．
ヶ
且
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０
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ロ
、
０
ヶ
、
：
，
。
Ｑ
〃
日
、
。
。
。
。
；
ｏ
く

ら
れ
て
い
る
が
、
風
あ
た
り
が
強
い
《

と
い
う
の
で
地
さ
げ
を
し
、
濠
は
埋
一

立
て
ら
れ
、
士
塁
も
取
除
か
れ
て
い
》

る
が
今
な
お
そ
の
跡
の
残
っ
て
い
る
《

所
が
あ
る
。
》）

金
城
に
は
は
じ
め
金
木
弾
娠
忠
が
お
》

り
、
そ
の
後
天
正
年
間
（
二
百
八
十
一

年
ば
か
り
肌
）
に
対
馬
右
断
門
太
郎
《

と
い
つ
蕊
族
が
住
む
よ
う
に
な
り
、
》

そ
の
子
孫
で
あ
る
現
戸
主
今
五
郎
ａ

衝
鈴
）
が
商
屋
敵
の
中
心
部
に
居
を
《

占
め
、
あ
り
し
音
を
偲
ば
せ
て
い
る
〉

【
写
睡
１
面
屋
敷
の
現
戸
主
翠
島
今
》

五
郎
氏
宅
附
近
、
凸
版
Ｉ
疵
屋
敷
内
》

の
▲
印
が
写
興
の
付
置
】
》

ｑ
Ｅ
ｆ
Ｄ
巳
９
Ｐ
ｂ
・
■
４
、
口
包
■
Ｄ
５
ｑ
●
巳
■
ｆ
も
。
〃
。
□
①
●
■
ｈ
Ｊ
グ
Ｂ
Ｂ
ｐ
ｃ
も
巳
■
Ｇ
１
■
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円 町
nl.jjr
上袖
しI馨
ての
い不
る年

力嘩
報径
袖百

噌李
た万

もい
ご と

卿鴬
のて
ほい

皇寺
おか
願ら
い、

髪卿
す と

安
心
し
ま
し
た
。
再
建
耐
脚
の
罷
可
、

分
は
各
地
区
と
も
四
脚
麺
を
実
加
し
、
↑
【
写
偉
Ｉ
町
腫
の
補
修
状
況
】

｜

研
七
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

白
川
建
股
腺
長
の
垢
町
迩
は
そ
の
大

部
分
が
こ
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

目
標
額
を
突
破

十
七
万
八
千
余
円
栗
る

一
金
糸
年
度
の
日
赤
社
喪
の
募
金

》
募
鐘
動
は
、
五
月
か
ら
八
月
に

《
赤
一
か
け
て
陛
開
さ
れ
た
が
、
八

一
日
月
末
現
狂
で
割
当
額
の
士
〈

万
四
壬
言
円
（
但
し
鎚
富
部
落
分
は

除
く
）
を
一
万
四
千
亘
二
十
七
円
を
超

過
し
た
十
七
万
八
千
三
亘
一
千
七
門
が

蝿
つ
た
。

一
、
三
十
年
産

実
施
地
域
浮
洲
、
管
朧
、
玉
水

沢
鄙

実
施
祁
樋
二
六
○
町
歩

総
予
算
額
四
二
万
円

な
お
、
嘉
瀬
及
び
喜
良
市
地
区
の
腰

地
変
嬢
分
合
は
三
十
竿
度
で
纒
了
し

て
い
る
。

る
の
で
す
が
、
費
材
や
天
候
な
ど
に
一

支
配
さ
れ
る
う
え
税
収
入
も
思
つ
よ

う
に
成
紬
が
あ
が
ら
な
い
の
で
な
か
一

な
か
進
ま
ず
、
申
訳
な
い
と
思
っ
て
．

い
ま
す
◇
峰
雲
祁
に
全
力
を
向
け
た
一

補
修
に
は
十
分
餌
窓
し
て
や
っ
て
い

町
道
の
補
修
に
全
力

降
雪
期
前
に
全
地
域
を

昭和31．8．31現在

い
と
思
っ

て
い
た
矢

先
、
剛
る

い
兇
通
し

が
つ
い
て

帯｜
ロ｜
出生｜
死亡｜
転入｜
転出|＝

世
一
人
一
八
月
中
の
異
動

０
１
■
■
１
０
１
■
■
Ｉ
■
■
１
８
■
■
■
０
１
■
１
１
１
‐
‐
！
‐
‐
！
’
Ⅲ
馴
冊
酬
川
Ⅷ

2，857

16，3831

22

4

－－－－－－－－－|，

151

51

子
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成
衛
税
収
の
碗
保
、
討
側
の

実
行
と
難
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し
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皆
恢
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関
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